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2009年8月13-14日の調査ルート

調査ルート

主な調査点

大崩海岸、焼津、大井川、吉田、榛原、相良、御前崎
調査項目

斜面、港、建物、寺と墓、橋、盛土、地盤の液状化、用壁、高速道路



地震断層と地割れ

焼津焼津

国土地理院より



斜面崩壊（大崩海岸）



港湾施設

主な損傷パターン：岸壁の傾斜、沈下、水平移動 焼津港



焼津港



焼津港埋立地における液状化とそれに伴う被害

焼津深層水施設焼津深層水施設



焼津アクアス



屋根やブロック壁の被害（焼津）



焼津市中島地区（大井川左岸）における被害



牧ノ原市榛原における被害



牧ノ原市相良の相良橋における被害

主にアバ トの変状主にアバットの変状
による被害



相良港坂井地区における被害

沈下 水平動沈下・水平動

液状化



御前崎港（埋立地・液状化）



東名牧の原SA付近における高速道路の被害

地震前

Y h J

国土地理院

Yahoo,Japan

地震後地震後



2009年8月15日の調査ルート

調査ルート

主な調査点

調査ル ト

沼津、内浦、戸田、土肥、修善寺

調査項目調査項目

斜面、落石、港、建物、寺と墓、橋、盛土、擁壁



R17号沿い斜面崩壊と落石



土肥の海岸における斜面崩壊と落石



R59号沿い斜面崩壊と落石



万城の滝における落石と石積擁壁崩壊



わさび畑や茶畑における被害（主に石積擁壁の崩壊によ
る）



墓の被害

主要因：地震動、地形、斜面崩壊、擁壁崩壊、地盤の液状化

地震動 地形

斜面崩壊斜面崩壊

擁壁崩壊 地盤の液状化



他の被害（マスメディアから）

ショーウィンドーのガラスの破壊
天井パネルの落下


